












研究目的 

神経芽細胞腫の VMA検出によるマス・スクリーニングは沢田淳による京都市における実用

的試行につづき・名古屋市・札幌市,大阪市(一部)等における開拓者的努力が積み重ねられ

てきた。厚生省心身障害研究費による研究においても,昭和 56年,57 年にわたり,母子保健

・医療システム研究班の中で,このマス・スクリーニング実用化の可否について検討を加え

た結果,その有用性を実証するに至った。 

昭和 58 年度より発足した本研究班は,従来の研究成果のあとをうけて,これを全国的レベ

ルで実施する上での問題点を解決し,神経芽細胞腫(NB)の早期発見の利点を実証すること,

さらに全国的実施に必要なシステムの開発と,検査の精度管理を行うための方式,さらにこ

のスクリーニングに関連して期待される波及効果の有効な利用を確立していくための研究

を実施しようとするものである。 


